
 

 

 

 

 
 

  
 

令和７年度も残り１か月となりました 
 

校長 岡田 亮二  

厳しい冷え込みの中にも、少しずつ春の気配が感じられるようになってきました。日差しの角度や夕

方の明るさは確実に季節の移ろいを告げています。子どもたちは、年度のまとめへ向けて落ち着いた表

情で学習に取り組んでおり、その姿に成長を感じる毎日です。 

本校では、重点教育目標「自分を見つめ 人にやさしい 青雲児」を大切に、この一年間教育活動を

進めてきました。３学期はまさに、一人一人が自分自身を振り返る大切な時期です。授業では「できる

ようになったこと」「今までは苦手だったけれど努力したこと」「来年度に向けて頑張りたいこと」を

書き出すなど、自分と向き合う姿があちらこちらで見られます。こうした振り返りの積み重ねが、子ど

もたちの「自分で考え、自分で選び、行動する力」へとつながっていきます。 

また、学校では日々ささやかな「やさしさ」が行き交っています。休み時間のトラブルの際、「大丈

夫？」と自然に声をかける子、雪道で低学年を気遣って歩く子、係活動で責任をもって自分の役割を果

たす子…。やさしさは誰にでもできることですが、誰にでも続けられることではありません。本校の子

どもたちが、日常生活の中で少しずつ心を育てている姿をとても頼もしく感じています。家庭での温か

い励ましと見守りが、子どもたちの成長をしっかり支えてくださっていることに深く感謝申し上げま

す。 

季節柄の話題として、２月末から３月にかけては、体調を崩しやすい時期といわれています。理由の

一つに「昼夜の寒暖差」があり、これが自律神経に負担をかけ、いわゆる“寒暖差疲労”を引き起こす

ことがあります。特に、だるさや頭痛、眠気が出やすい時期です。予防には、「早寝・早起きで生活リ

ズムを整える」「適度な運動で体を温める」「水分補給をこまめに行う」などが効果的と言われていま

す。学校でも声かけや休み時間の活動調整などに気を配りながら、子どもたちの体調管理をサポートし

ています。 

さらに、３月に入ると雪どけが進み、路面状態も刻々と変化します。「わだち」「ぬかるみ」「ブラ

ックアイスバーン」が混在し、登下校や外遊びの際の転倒事故が増えやすい時期です。特に朝は気温が

下がり、前日溶けた雪が固まることで見えにくい氷の膜が広がることがあります。学校でも安全指導を

強めていますが、ご家庭でも「歩幅を小さくする」「急がず、余裕をもって登校する」など引き続きの

ご協力をお願いいたします。 

３月は、６年生が青雲小を巣立ち、在校生も新しい学年へのスタートを準備する大切な時期です。卒

業式や学年のまとめの活動を通して、子どもたちが「今年の自分」を誇りに思い、次のステップへと前

向きに踏み出せるよう、教職員一同で支えてまいります。 
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 今年度の本校教育を振り返り、「学校をよりよくする

アンケート」を実施し、保護者の皆様から貴重なご意見

等をいただきました。 

 青雲児の健やかな成長に向けて、次年度も一層充実し

た教育活動を行ってまいります。ご協力ありがとうござ

いました。 

 

【令和７年度 重点教育目標】 自分を見つめ 人にやさしい 青雲児 
 

・ 

 

日 曜 ３月の行事予定     

２ 月 
交通安全街頭指導  

学校開放休止（～２０日） 

12 木 卒業式練習（～17日） 

16 月 卒業式総練習 

17 火 同窓会入会式（6年） 

18 水 卒業式 

20 金 春分の日 

25 水 
修了式（1～5年） 離任式 大掃除 

後期通知表配付  ＊給食なし 

26 木 学年末・学年始休業（～4 月 6日） 

 

〈本年度の重点教育目標の達成度〉 青：児童 赤：保護者 

左下のグラフの通り、各項目において、

児童はすべて８割を超える好結果となって

います。 

昨年度との経年比較において、「協力して

学校生活を送る」と同内容の保護者アンケ

ート「自己有用感をもち、社会性を高めな

がら学校生活を送ろうとする」については、

昨年度よりも保護者の評価が大幅に高い結

果となりました。 

今年度、青雲児が仲間と関わり協力して

学校生活を送っている様子を学年通信や学

校だより等で保護者の皆様へ具体的にお伝

えできたことがこのような好結果につなが

ったと考えております。 

次年度も重点教育目標が達成できるよ

う、全教職員が全児童に寄り添う教育活動

を推進してまいります。 

自由記述から 

＜お子さんの成長が見られた点＞ 
○一学期二学期前半に出来なかった学習ができるようになってきています。友達との大きなトラブル
が少なくなってきました。（低学年） 

○自分で時間を考えて予定を立てて行動しようという面が見られるようになりました。（中学年） 
○出来ることを増やし、出来ないことを改善しようと努力しています。少しずつですが変化が見られ
るようになってきました。（高学年） 

＜より成長を期待したい点＞ 
●家庭学習の習慣化や苦手分野への挑戦と克服、身の回りの整理整頓ができるようになってほしい。 
（全学年） 
●周囲に流されず自分の考えで行動することや、相手の気持ちを考えた発言や行動ができるようにな 
ってほしい。（低・中学年） 

●夢や目標を見つけて努力する姿勢や、自信をもって自己表現できる姿勢を伸ばしてほしい。 
（中・高学年） 
「『自立性』や『責任感』を更に伸ばしてほしい」といった意見が、各学年で共通して見られました。 

⇒ 子どもたちのよりよい成長を目指し、教職員が前向きな声がけを行いながら、一人一人を大切に

した指導や支援を工夫していきます。 

ルールやマナー 
を大事にする 

相手の思いや立場
を考えて話す 

協力して学校
生活を送る 

本年度のスキー授業では、２・３年生のスキー学習

が荒天のため延期となりましたが、スキー学習ボラン

ティア５名の皆様に複数 

回にわたりご協力をいた 

だき、無事に実施するこ 

とができました。 

お忙しい中、お時間を 

作っていただき、あり 

がとうございました。 


